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岡山県内では、労働災害は平成２２年～平成２４年まで３年間連続で増加していま

す。労働死亡災害については平成２０年以降年間１０件台後半を推移していましたが、

平成２４年は３３件と大幅増加しています。 

平成２５年６月末現在の労働死亡災

害は１６件で、昨年同期に比べると３件

減少しているものの、３月～５月の３カ

月間で１４件発生。墜落・転落災害が９

件と大半を占めており、建設機械の転倒

（３件）、トラックからの墜落（３件）、

建築物等からの墜落（３件）となってい

ます。 

労働災害は平成２１年から３年間

１５５件～１５９件の範囲で推移し

ていましたが、平成２４年は１６５

件と増加傾向にあり、労働死亡災害

も本年４月に２件発生しています。 

岡山県内の情勢 

笠岡労働基準監督署の管内では 

42 42

37

45

40

22

33 34

23
25

16
19 18 17

33

2254
2332

2319 2392

2222 2270

2386 2343

2212

2274
2207

1819
1893 1966

2023

0

10

20

30

40

50

0

500

1000

1500

2000

2500

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

全産業死傷者数推移：岡山県内

死亡者数 死傷者数

趣 旨 
岡山県内で労働死亡災害が急増したことから、岡山労働

局が本年４月２３日に「死亡労働災害多発警報」を発令し、

６月３０日までの間、情勢の周知、労働災害の撲滅に向け

た自主的な取組みを呼びかけていました。 

 

 警報が解除され、全国安全週間（７月１日～７月７日）に

入ったことを契機に、各事業場における労働災害防止のため

の自主的な取組みの実践及び定着を目的として、本パトロー

ルを公開で実施することとしました。 



 

パトロールでは主に次の事項を重点的にチェックしました 

建設機械災害防止対策の状況 

地山の崩壊災害防止対策の状況 

作業現場の設備、作業方法の点検の実施状況 

熱中症予防対策の状況 

本年発生した労働死亡災害をみると、どのような作業があるかを事前に検

討し、基本的な対策を行うことだけで防げたと思われる災害も少なくはあり

ません。大半を占める墜落・転落災害については、業種を問わず対策の確認

と措置の徹底をお願いしたいと思っています。 

 

また、昨年の岡山地方産業安全衛生大会のパネルディスカッションで得た

「６つの提言」を踏まえた安全管理活動の促進、全員参加で実施する毎月１

日の安全点検の実施など、労働災害防止活動を積極的に実施して労働災害の

撲滅に努めていただきたいと思っています。 

【労働災害防止の観点から】 

笠岡労働基準監督署 


